
淡路市観光危機管理 自然災害対応マニュアル【雛形版】 事業者用

事前の準備

連絡体制避難行動【災害種別毎に行動は変わる】

災害はいつ起こるかわかりません。一瞬の判断が皆様自身やお客様の生死を分けることもあります。
災害時に慌てず、落ち着いて行動するために、以下の初動対応を平常時から確認しておきましょう。災害が起きたら

事業所はどのような場所でしょうか 避難場所

津波災害警戒区域 区域内・区域外 ［ ］

土砂災害警戒区域 区域内・区域外 ［ ］

液状化危険度が高い区域 区域内・区域外 ［ ］

まずは、自らの状況を知っておく

持ち出し物は整理しておきましょう

□携帯ラジオ □予備の電池 □懐中電灯 □携帯電話 □救急セット □筆記用具

□マニュアル □様式 □その他業務上重要なもの（ ）

避難経路は確認できてますか 災害種別毎に要確認

□最短時間で避難場所に到達できる。 □複数の迂回路が確保されている。

□道路は十分な広さがある。 □海岸沿いを通っていない。（地震・津波時）

□崩れやすいブロック塀等が無い。 □急傾斜地の崩壊、建物の倒壊等の危険が少ない。

□近くに火気や爆発の危険性がある建物が無い。

地震発生 土砂災害発生 対応 台風発生

安全確保 安全確保

①まずは自分とお客様の安全確保

身の安全・危険を呼びかけ

Shake out！

＜台風通過前＞
情報収集

営業継続判断・広報

情報収集・伝達 情報収集・伝達

②テレビ、ラジオ、インターネット、防災行政無線
等で情報収集。
可能な方法で情報伝達する。

＜台風通過中＞
情報収集

営業継続判断・広報

避難誘導 避難誘導

③わかりやすく、はっきり伝える。
・「津波が来る！逃げて！」
・Follow Me！
・一人で何とかしようとしない

＜避難が必要＞

安否確認・伝達 安否確認・伝達

④避難場所にて安否確認、情報整理
市商工農林水産班（観光危機管理対策本部）に
上がってきた観光事業者の安否情報を取りまと
めて共有する。

施設被害状況確認
状況報告

観光客等安否報告の内容

第１報
①事業所名、連絡先、報告者名
②避難場所、避難人数、負傷者の有無

第２報
①事業所名、連絡先、報告者名
②避難者の氏名、年齢、住所、連絡先

外国人観光客への対応
□「高齢者等避難」発表時で速やかに避難開始

□大規模な地震の際はまず身の安全を守る

□津波の場合は、海から遠ざかる

（海と平行には逃げない）

□できるだけ大きな通りを使って高台へ

□堤防決壊時はできるだけ高い場所に逃げる

□倒れやすい木や崩れやすい建物等を避ける

□火気や爆発の危険性がある建物を避ける

□津波の場合はとにかく急いで海から離れる

決して海の方向に戻らない（津波時）

避難行動の留意点

淡路市防災ネット

外国人旅行者に対して十分な対応ができない場合
協力者を探す
・日本人旅行者で外国語が話せる人
・外国人旅行者で日本語の堪能な人
『外国人旅行者の支援をしていただける方はいませんか』
と日本語で呼びかけるとよい。

それもできない場合は、難しい言い回しは不要
Follow Me！（ついてきて！）

落ち着いた対応に心がける

事業者・従業員の皆様は、冷静に落ち着いた行動をとってください。
安全な場所への誘導を行ってください（建物が安全ならむやみに飛び出さない）。
テレビやラジオが使えれば、情報を共有し、お客様を落ち着かせましょう。

緊急時はアラートの多発などでスマートフォンのバッテリー消耗は早くなります

国・対策本部

外務省

県・対策本部

兵庫県観光関連部局兵庫県災害対策本部

市・対策本部

淡路市災害対策本部（危機管理課）

現地対策部 各班 商工農林水産班（商工観光課）

（仮称：淡路市観光危機対策本部）

各関連機関 避難所 淡路島観光協会 淡路市商工会

観光関連事業者 宿泊事業者 交通事業者 旅行事業者

近隣市町災害対策本部

観光客

自衛隊

報道機関

警察、消防、医療、
交通、自治会等

連携

連携

依頼 集約・報告
受入依頼

帰宅支援等依頼

対応・救護

連携

連携

各国大使館・領事館

緊急時・災害時の連絡先

淡路市商工農林水産班 ＴＥＬ：0799-64-2542

淡路市防災・災害対策 ＴＥＬ：0799-64-2555

淡路島観光協会 ＴＥＬ：0799-22-0742

淡路市商工会 ＴＥＬ：0799-62-3066

消防・救急 １１９番

警察 １１０番

海の事故 １１８番


